
Ｒ６地域おこし協力隊アドバイザー派遣優良事例団体
 地域おこし協力隊に関する助言、提言、情報提供等の支援を行う「地域おこし協力隊アドバイザー派遣事業」を通じて、「募集企画の作成・魅力度の向上」
「受入体制づくり・受入の増強」等が図られた事例をご紹介します。ぜひ「地域おこし協力隊アドバイザー派遣事業」の活用をご検討ください。
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派遣前
課題

○協力隊員の増員を検討する一方、
ミッション間で応募が偏る傾向にあった
（アイヌ工芸分野は応募○、
農業・教育分野は応募△）

募集企画の見直しが課題

○協力隊員が任期満了前に退任してしまう
事例が見受けられた

    退任を防ぐための募集企画・定着に
向けたサポートが課題

○数年ぶりに地域おこし協力隊を募集

受入体制の確保が課題
（企画から募集、決定までの進め方のほか、

派遣団体との調整が必要）

助言内容

○募集案件の魅力向上のため、
   以下ポイントを募集時に明示すること

・町の特徴（地域性）
・ミッションへの参画を通じて得られること
（学べること、地域との接点等）
・任期中の活動イメージ（年度ごと）
・任期満了後の仕事 等

○募集要綱の伝わりにくさなどによる採用時
のミスマッチが原因

○各課の枠組みを超えた統一的な管理体
制と取りまとめ役の設置が重要
→取りまとめ課が、協力隊のサポートを行
うことで、協力隊員の地域への定着を
促進。

○自治体と地域による協力隊活用の意義
や目的の共有が重要
・隊員を受け入れ予定の地域団体（派遣
団体）向けの制度解説の実施
・派遣団体を巻き込んだ「地域のことをこれ
からどう進めていきたいのか？」という意
見ワークショップの実施

助言による
効果

○募集サイト上に、目的、期待している人
材像、ミッションの具体内容等を明記

    募集内容に対する問い合わせが増加
目標としていた人材の確保ができた

○募集・サポートの強化に向けて、必要な予
算を確保

令和７年度から以下の事業を実施予定
・協力隊を受け入れるための「募集伴走
支援」（外部委託）
・より良い人材を採用選考するための「おた
めし協力隊」
・起業・事業承継に要する経費

○地域団体に加え、地元住民の間において
もワークショップを実施

地域課題の明確化、協力隊の活動に
対する理解の増進、受入団体と地域住
民の協力体制の強化に期待
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